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『ムスチス ラフ福音書』 におけ る
重 出テ クス トにつ いて
マタイ伝の場合 一
岩 井 憲 幸
は じ め に
1117年 以前 に成立 したと推定 される(1)『ムスチス ラフ福音書』(MCT胚c丑a・
BoBoeBaHre朋e.以 下Mstと 略称)は,東 スラブ語 にお ける文語 の生成 の歴
史を研究する上で,1120年 成立の 『ユ リエフ福音書』(H)pbeBcKoeeBaHre刀He.
Jurと 略称)と と もに重要 な文献 とされ てい る。我 々は1092年 『アルハ ン
ゲ リス ク福 音書』(ApxaHre刀bcKoeeBaHreπMe.Archと略称)さ らに1096
年 『ス ヴャ トス ラフの文集』(H360pHHKCBHToc刀aBalO96ro皿a.)の言語 を
素材 と して,ル ー シす なわ ち中世 ロ シア におけ る文語 の萌芽 を探 って きた
が②,今 回 は萌芽 の最 終期 あるいは発達へ むか う第二 期 を12世 紀 初め とみ
て,こ の時期 の様 相 を探 求せ ん とす るものであ る。 その素材 と してMstの
言語 を と りあげたい。 そ して本稿 では,そ の手は じめ と して,重 出テクス ト
の問題を検討す る(後 述)。
1.Mstは 次の刊本 に依 る もの とす る。
JI.II.}KyKoBcKaHN叩.,AnpaKocMcTHcπaBaBe朋Koro,H3且・Bo《HayKa》,
エ～4.,1983.
本書 はソ連科学アカデ ミー ・ロシア語研究所によ り,国 際 スラヴィス ト会 議に
向けて出版 された同写 本の翻 刻テクス トである。斯界 の第一 人者}KyKOBCKaH
女史 らによ る もので,Mstの 全体 の テクス トは,今 日この本 によ って しか
見 る ことがで きな い。本書 は全528ペ ー ジ,そ の主 な内容 は序論16ペ ー ジ,





2.Mstは ルー シにお ける教会文献 中の福音書 において,完 本 あ るいはほ
ぼ完本 と して残 る第三 の書物 で ある。す なわ ち1056-1057年 『オ ス トロ ミー
ルの福音書』(OcTpoMHpoBoeBaHre刀He.Ostrと略称)と,第2のArchに
続 く。 しか しなが らこれ ら2書 は,研 究 に際 して翻刻本 と写真複製本 とが同
時に利用 で きる状 況 にあ るの に対 し,Mstは 上掲翻刻 本 のみで あ り,わ ず
かに一部分 を写真 で窺 うことが できるに過 ぎない。 テクス ト上 の問題 が生 じ
た場 合,依 拠す る ものが ない。 我 々 は現在,Mst本 文 の順 引 き索 引 と逆 引
き索 引 とを作 成す るために本文 をパ ソコンに打 ち込み中であ るが,テ クス ト
の問題が事実浮か びあが ってきているのであ る。 写真版 の不在 が研究 に制 限
を加 えかねな い。 しか しなが ら,OstrやArchよ りも大 きな テクス トゆ え
に,.言 語 の傾 向性 を読 み とる ことは可能 であ ろうと考 えてい る。
3.研 究 を開始 す るにあた り,Mstの 文献学 的事項 を述べて おかな けれ ば
な らない。 しか しなが ら,上 述 の理 由 によ り目による確認 はで きないか ら,
諸書 によ り主要 な記述 を行 な うにとどあたい。
『ムスチ スラ フ福音 書』(McTHc刀aBoBoeBaHre朋e)は,いわ ば通 称 であ
り,『 ソ連邦 ス ラブ ・ロ シア写本総 合 目録 一11～13世 紀 一 』〔3)では次 の
よ うに収録 され る。
悩51.EBAHrEπMEAnPAKOCHO∫IHb吻(《McTHcπaBoBoeBaHre朋e》).
これ に よ って,Mstが テ トラ(TeTpaeBaHre朋e)では な くア プ ラ コ ス
(aHpaKoc)で あ り,し か もfullaprakos(no汀Hb1益anpaKoc)であ るこ とが
わか る(4)。なおOstrとArchはshortaprakos(KpaTK舩anpaKoc)であ り,
Jurは テ トラであ る。
Mstの 通称 は次 のよ うな写 本 の践 文(3anHCb)か ら容 易 に理解 で き る。













HGIbBCBMHCBOnMHAMHNL:～(以 下 略。)[主 なる神 よ,我 らの,
ア ブラハ ムの,イ サ クの,ヤ コブの,そ して彼 らの正 しい種 の,父 よ。
[汝 は]私 を,[す なわち]己 れの罪 深い僕 であ るア レクサを,正 教 に信
仰厚き,キ リス トを愛する,神 に尊 ばれ る侯 テオ ドル,す なわちフセ ヴォ
ロ ドの孫 に してノヴゴロ ドの侯 ヴ ォロジ ミルの息子で ある俗名 ムスチス
ラフの ため に,こ の福音書 を書 き上 げ ることに値す る ものと して下 され
た。 ムスチスラフは,我 らの聖母,い とも聖 な る,こ の上な く清 らか な
み
神 の御母の祝福 のために,こ の福音書 を完成 させた。主な る神 よ,彼 に
己れの燐み と,天 の王国 の遺産 と,永 きにわた る統治 とを与え よ。 そ し
て[神 である汝が]己 れのすべ ての人 々と共 に[お られるように],ア ー
メ ン。](6)
Mstは,洗 礼名 テオ ドル ・俗名 ムス チス ラフが ア レクサ に注文 して作 らせ
た写本 であ った。 このムスチスラフとは ヴラジー ミル ・モノマフの子であ り,
後 のキエ フ大侯(1125年 以降)ム スチス ラフ ・ヴラ ジー ミロヴィチ(1076-
1132)を 指す。copyistは ア レクサの他 に無名 の者 があ った とされる。 さ ら
に成立年 代 につ いて は1115年 とす るもの,}KyKoBcKaHの よ うに11c末 か ら
12c初 めの間 と早 ある もの等 の説 が存在 す るが,こ こでは1117年 以前 と考
える説 に従 う。
Mstの 書誌 は次 の通 りであ る。 国立歴史博 物館(mM)所 蔵。 函架番号
〈CHH.1203>。 大 き さ35.3×28.6cm。 全213葉 。 料紙 はパ ーチメ ン ト。毎半
葉左右2欄 。文字 は ウスタ フ体を使用。 装釘や本文 内の装飾 につ いては省 略
に従 う。
4.テ クス トに関す る我 々の研究 はこれか らで あ るが,一 瞥 してわか る文
字 ・音 ・文法事項 につ いて言及 してお く。
1)文 字 の うちmCbIは,駈,Iii,Aが 用 い られ るが,匝 の使用 は少 数。
音 価 は順 に[u][ju][ja]で あ る。す なわ ち文字oy,10,IAと 同価 と
み られ る。す でにそれぞれの文字 のヴ ァ リア ン トとみな されて いたと考
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え られ る。文字7)1は,b]も 存 在 して いるよ うにみ うけ られるが,原 本
での確 認を要す る。
2)軟 音を示 す 《カギ》を有する字体,IT,π,Nが 存在 する。 この うちII'
の使用 はご く少数で ある。例:(10B9-10)H}KπCNoy.
3)ス ラヴ祖語 での子音結合*tj,*djは,古 代教会 ス ラブ語(OCS)の 対
応形 それぞれ §t,記 で,東 スラブ語(ES)の それ らC,乏 で の,両 様 の
形が混在す る。
4)同 様 に,《 子音 間の流音+イ ェル》 の結合 も,OCS形 ・ES形 が混在
す るが,単 語 によ ってば らつきがあ るようで ある。
5)文 法 形態 と して,動 詞3人 称 語尾 は 一TL。OCSの ・T「Lに対 立す る。
ただ しCAが 後続す る再帰動詞 で は しば しばイ ェルを落 として 一Tの み
で綴 られる。CAと の一続 きの発音 を反映 した もの か。
6)男 性名詞単数適格 の語 尾は 一ILML。OCSの ・OMbに 対立す る。
7)人 称代名詞 のうち,T「bl,CCBCの 単数造格 においてArchで はTOBC,
COBCの 形態の存在 がみ られたが,Mstで はCOBCの みが ごく少数 存在
す るだけであ る。
8)3人 称代名 詞 の複 数対 格 はIA,た だ しNが 前 綴 され る とNAと 綴 ら
れる。
9)代 名詞KlbTO,qLTOの 綴 りはイ ェルを脱落 させた形x:TO,qTOが 有
勢 であ る。
5.Mstの 本文 の一 部 を他 の文 献 と並べ て引用すれ ば,自 ず とその性 格の
一 端が知 れるであ ろう。Ll9.4を 『マ リヤ写 本』(Mar),Ostr,Arch,Mst





















δτ`εκε勿g加 ελλεンδ`6ρκεσθα`.[イ エス を見 るt:.め に,前 の方 に走 っ
て行 って,い ち じく桑の木 に登 った。 そ こを通 られ るところだ ったか ら
であ る。]⑦
この文は以前 にも 《いち じく桑》 とい う語彙 を問題 に した折に引用 したが,
この語 の み な らず,カ ノ ンで あ るMarに 対 して,副 詞rIPB朋,動 詞
BH皿HTbな らび にXOT'BAHIC,吊 の文字 につ きT吊 π'b,巡m吊THを 比
較 す れば,OstrがMarに 近 いな が ら もす で に一部 東 スラ ブ語化 し,Arch
とMstは もはや東 スラ ブ語化 してお りかつBanに 近 い ことが容易 に感 知で
きよう。 問題 はArchとMstに おい て,ど ち らが東 ス ラブ語 化の度合 いが
強いか ということであ る。 この点 については今後の我 々の研究課題 としたい。
6.上 でMstはfullaprakosに属す る ことを述べ た。 ルー シにあ って は
aprakosは,fullaprakos,shortaprakosそして土 曜 ・日曜 および聖週 の
みのため のaprakos(BocKpecHoeeBaHreπHe)の3種に類別 され るとい う。
この うちfullaprakosは レソ トの週 を除 く毎 日の聖務 の章句 を収録 す るが,
聖書 か らの引用の選択 に違 いが あって,数 種 のヴ ァ リア ン トを有す るとされ
るのであ る。
fullaprakosで あ るMstは,言 語研 究 の側面 か らみれば,な に よ りも章
句 の豊 富 さ,さ らにsynaxarionとmenologionでの章句 の重複(す なわ ち
重 出テクス トの存在)が 数 においてい っそ う期待 できるという利点を有す る。
この利点 すなわ ち重 出テ クス トを観察 す ることか ら,な にかMstの 言語 の
特徴 点を探 ることはで きないで あろうか。
Mstの 重出 テ クス トに関 しては,}KyKOBCKaHの 先行研 究が あ る(8)。そ こ
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で は主 に カノ ン類 との比 較 によ って,fullaprakosと してのMstの 編 纂 の
され方 につ き吟味 が加 え られている。
7.本 稿 では重 出テ クス トにつ き,特 に語 彙的側面 を と りあげた い。Mst
の重 出テクス トの うち,四 福音書 中マ タイ伝(Mt)の みを試み に検討 す る。
Mstに は,Mtの 総verse1073の うち,2つ 以上の重 出テクス トが存在す
る場 合が444のverseで み られ る。 この444の うち196のverseで はテ ク
ス トが同文であ る とみな しうる。(以 下,数 は私 に算 えた もの で多 少の増減
が あ る もの と諒 解 された い。)例 え ばMt5.1はMstに お いて2箇 所 に次 の








この文 は,カ ノ ンの うちのテ トラの 『ゾグラ フォス写本』(Zog)と も,ア




oどμαθητ㍑ α∂τoδ・[イエスはこの群集 を見 て,山 に登 り,座 につかれ る
と,弟 子 た ちがみ もとに近寄 ってきた。]];Ass(113c)Hoy3BPもBb
X{CHAPOln)H・B1)3HπCNArOPf五・HちKOCお 丑C。nPICT吊nIHIA
KbNCMOyOyqCNHHHCrO・




さ らに ロシアのOstrに は1語 の付加が あるが,他 は同文 とみて よい。 又,
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以上 か らMstのMt5.1は,古 くか らの伝 統的 なテ クス トを伝承 してい る と
みる ことがで きる。 いわば中世 ロシアの地 にあ って容 易に理解 しえ た安定 し
たverseで あ った と考 え るこ とが できよ うか。 ロシアにあ って,Ostrで 付
加 がみ られ る点 はやや注意 を要 す るが,Archで 欠文 ゆえ これ以上 の ことは
言 いえない。
7.残 りの重 出テクス ト248で は,
1)Mstの 重 出テクス ト間では一致 しなが らも,他 本 とは異 なる場合
2)Mstの 重 出テクス ト間で不一致 の場合
とが み られる。
1)の 例 は次 の通 りで あ るが,こ こで は 《C「LBOPHHIC》 に注 目す る と,
Mstは この語 を用 い て一 致す るが,カ ノ ンで は 《ClbNBMHHIC》 を用 いて
















λακ加 印 τの λαの.[イ エ スはガ リラヤの金地 を巡 り歩 いて,諸 会堂 で
教 え,御 国 の福 音 を宣 べ伝 え,民 の中 のあ らゆ る病 気,あ らゆ るわず








だ が,一 方 ロ シ ア のOstrはMstと 同 じ く 《CBBOPHHIC》 を,Archは カ
ノ ン と 同 じ く 《CbNBMMHIC》 を 用 い て い る 。(こ の 選 択 の 違 い に つ い て は









2)の 例 は 次 の 通 りで あ る 。 こ こ で は 《nONOCHTH》 と い う 動 詞 に 注 目 す
る 。Mstの 重 出 テ ク ス トの 一 方 で は 一 致 す る が,他 方 で は 一 致 せ ず,別 話
















σ`レれ レπ0レη0δレκαθ'ρμωレψεひδ6μεレα 勘εκεレεμ0θ.[わ た しのために人 々
があ なたが たをの の しり,.も し迫 害 し,あ なたが た に対 し偽 って様 々
の悪 口を言 う時に は,あ なたがたは,さ いわいで ある。]];Ass(113d)
B∬A}KCNICCTCCr1エAnONOCATT)BA1～4T)・[…]Y}K且CNf五Tli)BbI・
HPCK吊TlbB'LCb3bJI正)rJIT)NAB7)IJrb}1{AHITCMCNCPA1エ1・




実 の処,上 例 で は動 詞 の 《HONOCHTH》 と 《oyKOPHTH》 は シノニ ムで
ある。Mt5.11で の画譜 の交替例 はみ られ ない ものの,《oyKOPHTH》 もカ
ノ ンにお いて使用 が認 め られ る語 で あ り,Mt5.11で 容易 に言 い換 える こと
がで きた と考 え ることができ る。 このことは1)の 例 で も言 え ることで ある。
Mstに お ける重 出 テク ス トをテ クス ト内の対 比 によ って検 討す る時,同
一verseの 中にさま ざまな変更 が重層的 に加 え られ た結 果が これであ ると,













こ こ で 問 題 に し た い の は 《HもCAPI)CTBO》 《NBCbNOIC》 《MP's}KH/NCBO一
πoy》 《BcAI{oro/Bccro》《rlJlc巡cNc/PoπA》の 語 で あ る 。 カ ノ ン に は
次 の よ う に 出 現 す る 。
Zog(33)nAK})InO1エOBbNOCCTT)HPCTBHeB}{{14CNCBO1エOyB7)一
BPS)}1{CNOyBbMOPC・tOTLBCもKOrOPO皿AGbB'LPABbHIIO・
[」磁 λ〃 δμ06α{…στビンrβ αα λε6ατωンo∂ ραレωレσα7カンη βληθε6ση εど9τカレ
θ撚 ασσαレκα～εκ παレτδgγ6レoひgσ ひレαγαγ06ση ・[ま た 天 国 は,海 に お ろ












つ ま りは,上 記 の語 《HもcAPBcTBo》 《NBGbNolc》 《MP's}KH/NcBoπoy》
《BCAKOrO/BCCrO》 《nJICMCNC/PO1工A》 に着 目しなが らMstのMt13.47
の重 出テ クス トを見れ ば,170rに 出現 す るテ クス トは主 に カノ ンに依拠 す
る ごと くであ る。(ち なみ にOstr,Archも これ と同 じとみ てよ い。)《H'b-
CAPbCTBO》 と 《HPCTBHC》,《NBCLNOIC》と 《B}MC》 の違 いは,ア プ
ラ コス とテ トラの違 い と言 えそ うであ る。 ただ し 《BCCPO》 につ いて は,
Zog,Savが 《BCAH:OrO/BCAH:OrO》,Ass《BLCCrO》とわ かれ て しま
うが,Mstで は何 らかの選択が働 いたか。 これ に反 し,140Bの テ クス トは,
《H'BcAPBGTBo》 《NBcbNolc》 では同 じだが,カ ノ ンの 《NcBo皿oy》 に
対 し 《MPB}KH》 を,同 じ く 《PO1工A》 に対 し 《nJIC赫CNC》 と変 更 を加
え,《BCAKOrO》 を選 択 して いる。140Bの テ クス トは170rの それ に比 し
て,新 しい改変 がおび ただ しい。 また 《BCAKoro/BCCFO》 の語 は両 テ ク
ス トで選択 が存在す る といえ る。 つ ま り,両 テクス トは程度 の差 こそあれ,
重層的 に変更 が加 え られた結 果の ものであ ろ うと考え る。
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翻 ってみれば,上 掲1)2)の 例 も,大 局的 にはカノ ン内の シノニ ム(特 に
ダブ レッ ト)の 利 用 による言 い換えが主 であ るといえ る。(さ らに言 えば,
時制 の変更 や句 によ る言 い換え等,語 彙論的 のみな らず,形 態 や シンタ クス
上 の変更 の事実 もあま た存在 す る。)し か し,こ の言 い換 えは誰 によって,
どのよ うな根拠 で,さ らに何の 目的でな され たのであろ うか。
8.上 述 の問い には容 易に答え られ るものではない。 しか しなが ら,次 例
のよ うに 『ス プラシル写本』(Supr)に 特有 の語彙 が言い換え に用 い られて
いる とい う事実 は,一 つの解答を示唆す るの ではなか ろ うか。





Mstで の重 出テクス トは次の ように 《PH3A》 を用いてお り,他 のカノ ンも








μεγαλ6レoひαレ識 κρdσπεδα,[そ のす るこ とは,す べ ての人 に見せ るた
めで ある。す なわち,彼 らは経 机を幅広 くつ くり,そ の衣 のふ さを大 き
くし,]]
ここでは今 《KOT〔blrA:PH3A》 の みを問題 としたが,事 情 はやや複雑 で
ある。 ギ リシア語本文 の 《κρ6σπεδoの は ここで はユ ダヤ人 が上着 の裾 につ
けた 《房》を言 う。 よ って,こ の 《τακ麺 σπεδα》をMarは 《nOlrbMCTbI.
BLGKPHJIHもPH3bCBOHX'L.[己れの着物の裾 の裾 を]》 の ご と く,シ ノ
ニ ムの 《r【0π「BMCT'b》 と 《B7)CKP必JII41C》 とを重ね て用 い るこ とに よ っ
て,特 別 の意 味 を もたせ よ うと して い る。 レか も 《κρdσπεδoの はふつ う
《へ り ・ふ ち》 さらに 《着物 の裾》 も言 うか ら,混 乱 を生 じる ことにつ なが
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る。Ostrは この部分 を 《HOπbMCTHPH3'LCBOHXb》(80)と省 略 して
しま ってい る。 す なわ ち 《己れの着物 の裾 を》 の意 で ある。Mstの 場 合,
この訳を踏襲 し,さ らに 《nO江丁⊃MCTbI》 を,ESの 《nO八OJIH{H》 にま
で変更 して いるのである。(ま た さ らに動詞 の変更 もある。)こ の よ うに見 て
くる時,《 上着 》《裾》 の語 まで含 めて問題 に しなけれ ばな らないが,Mar
と同文 なのはAss(47b)で あ り,さ らにArch(43v)で あ る。(引 用 は割愛
す る。)こ れ らではすべて 《PH3A》 《HOπT)MCTb》 《BlbCKPHJIHIC》 の語
を用 いる。Ostrは 《PH3A》 《HOπもMCTb》 の語を用 いる。 よ ってMstの
《KOT7LIrA》 《nO皿OJIT)KL》 の使用 は特異で ある。(Zog,Savは 欠文。)
















φγ6gμ0ひZρηστδgκα～τδψ0ρτ60ンμ0ひελαψρ6レεστ`跳[わ た しは柔和 で
心のへ りくだ った者 であるか ら,わ た しの くびきを負 うて,わ た しに学
びな さい。 そうすれ ば,あ なたがたの魂に休みが与 え られ るで あろ う。
わた しの くびきは負 いやす く,わ た しの荷 は軽 いか らであ る」。]]
Mar(36),Ass(128b),Sav(135),Ostr(244),Arch(139v)すべて 《pro》
の語 を用い る。(引 用 は割愛す る。)
以上 の2例 がSuprで 用い られ ている語 によって言 い換 え られてい る例 で
あ る。 い うまで もな く,Suprは11世 紀 ブル ガ リアの写本 で あ る。Mstの
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言 い 換 え は,キ ュ リ ロ ス ・メ トデ ィ オ ス 期 以 来 の 伝 統 的 な 語 彙 が 新 し い シ ュ
メ オ ン 帝 期 の ブ ル ガ リ ア 語 に よ っ て な さ れ て い る 可 能 性 が あ る,と 言 え る で
あ ろ う 。
次 の2つ の 前 置 詞 の 例 も,上 例 に 準 じ る も の で は な か ろ う か 。 す な わ ち











NOBAちiBETS)XA'B・[δ δεε翫 εレ α∂τoどg。δ`d}τoδτoπ的7ρ αμματεδg
μαθητεひθε～9τガβαα λε⑫ τのレ0∂ ραレ(∂vδμα696σ τ`ン(をン6ろD(6π(pOどん0δεσ一
π6τη,Dartsε κβ(重λλε`εκ τ00θ ησαひρ00α ∂τ0δκα`レdκαどπαλα彪.[そ こ
で,イ エ ス は 彼 ら に 言 わ れ た,「 そ れ だ か ら,天 国 の こ と を 学 ん だ 学 者
は,新 し い も の と 古 い も の と を,そ の 倉 か ら取 り 出 す 一 家 の 主 人 の よ う'
な も の で あ る 」。]]・
Mar(47),Ass(122a),.Sav(132),Ostr(22706.),Arch(133)すべ て 《CCFO
PA皿H》 を 用 い て い る 。 こ こ にSavが 含 ま れ る が,《1工ICJIIA》 はSav,Supr






[κα～αけ δελψα～αδτ0δ0曜 π窃σα卯 δ9加dgε どσ`レ;π6θ εレ ・δレ τ・6τり
ταδτα 溢 レπ垢[ま た そ の 姉 妹 た ち も み な,わ た し た ち と 一 緒 に い る で
は な い か 。 こ ん な 数 々 の こ と を,い っ た い ど こ で 習 っ て き た の か 」。]]
Mar(48)も 《B'LNACT)》 とZogに 同 じ だ が,Ass,Sav,Ostr,Archでは す
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べ て欠文 であ る。問題 はギ リシア語前置詞 《πρ6g》の訳語 とい うこ とになる
が,《epos》 は対格 を 伴 うが 《～ の側 に ・近 くに ・と共 に》 と,運 動 は
implyさ れ ない意 味で ある。Zog,Mar⑱ 訳 は 《NAC「L》 を対格 と とれ ば,
いわばギ リシア語 の直訳 と も解 しうる し,一 方 では 《NACL》 を所格 ととれ
ば,意 訳 した とも解す るこ とがで き る。 これ に対 し,Mstの 《oyNACU》
の場合,単 純 に 《NACU》 を生格 と もと りうるであ ろ う。 しか しな が ら,
《oy》 は対格 も所格 もとりうる前置 詞であ り〔'o),この点か らす ればZog,Mar
の 《BLNACL》 の単 な る言 い換 え にす ぎない。 そ うであれ ば,方 言 的言 い
換 えであ り,こ こに もSuprな どで の用法 の反 映が存在 す るので はなか ろう
か。
以 上Mstの 重 出テ クス トの言 い換えの一部 は,キ ュリロス ・メ トデ ィオ
ス期以来 の伝 統的語彙 を11世 紀 シュメオ ン帝 期のいわ ば新 しいかつ地 方的
語彙 を用いて,そ の点で は新 しい伝統 に即 した言 い換 えで あ った可能 性があ
る。 それは当時の東ス ラブ人 に とってよ り理解 しやす い語 への改修 であ り,
Mstの 編纂者 による意 識 的書 き換 えで あ った可能性 が ある と考 え られ る。
む ろんMst編 纂 時 の一 時的事例 では な く,シ ュメオ ン帝 ブルガ リアにお い
てな された釈義の体系 を学習 し,こ れに従 うとい う新 しい伝統下 にあ った作
業 で はなか ったで あろ うか。
9.さ らに歩 を進 めて,言 い換えを東 ス ラブに独 自の もの と して行 な った
例が存在 す る。 す なわち 《AMmL/AMHM)》 を 《nPABO》 で言 い換 え る
もの であ る。Mtl8.18の 重 出 テクス トに次 のよ うに ある。(Cf.以 下該 所 は













καど6σα戯 レλ6σητεεπど切9γ カ9訪 τα`λελoμ6レα勘o∂ ραレφ[よ く言 っ
て お く。 あなたがたが地上 でつな ぐことは,天 で も皆つ ながれ,あ なた
が たが地上 で解 くことは,天 で もみな解かれ るであろ う。]]
ocsの 文献 中,《nPABo》 が 《4μ加》の義で用い られるのは,sJsに 依 れば,
《Homiliaes.GregoriiMagni》で ある とい う。 この文献 は ボヘ ミア起源 の
13世 紀 ロシアの ものであ る。 《ボヘ ミア起源》 とい う点 に用語法上 の系譜 に
関 してやや躊躇 をおぼえ るが,し か しなが ら,上 記 引用の ご とくに12世 紀
前期 のルー シのMstに 明 瞭な用例 が先 ん じて存 在 してい るこ ともまた事 実
で ある。OCSの 《Aハ4HNB/AMHN「L》 を 《nPABO》 とルー シにおいて言 い
換 えた ご く初期 の ケー スとみて おきた い。Cpe3HeBCK舩 の辞 典 や現 在刊 行
中の 『ll～17世 紀 ロ シア語辞典』(L1)もMstを 初 出文献 と して掲 げて い るの
である。
なお この 《nPABO》 の用例 は,Mt16.28;Mt18.18;Mt18.19;Mt21.21;
Mt21.31;Mt23.36;Mt24.2;Mt24.27;Mt25.40にも出現 す る。 おのおの
の引用 は割愛す るが,当 該 の語 につ き,上 記引用 の分 も含 めて他 本 との対照




重 出 テ クス ト
Zo9 Mar Ass Sav OstrArch Ban
Mtl6.28
44BO
× 零 △ × X × × △
174rO
276△
Mt18.18 ×* △ △ △ △ △ △
4660
276△




×* △ × × × × △
131a△
49BO
Mt21.31 1316△ X' △ × × × × △
184aO
52aO






重 出 テ クス ト













△ △ △ △ △ △ △
喉Zogb部 分 ゆ えXと す る
。
この表か ら 《nPABO》 の言 い換え が,Mstに 特異 であ るこ とは,た だちに
諒解 できるであろ う。
お わ り に
Mstがfullaprakosで あ ると い う特 質 を利 用 して,複 数現 われ る同一
verseす なわ ち重 出テ クス トを比較検討 す ることによ り,そ こに様 々な改変
が存在す ることが判明 した。 かかる改変 は,語 彙 ・形態 ・シンタ クスの多方
面 にわた るもので あるが,い ず れの場合 も東 ス ラブ人 の理解 しやすい方 向に
沿 って なされたよ うにみ うけ られる。重 出テ クス トは一方 は伝統 的なverse
を残 しなが ら,他 方 は改変形 を残 す とい う方式 がぼんや りと認め られ る。葉
の後 の部分,す なわ ちmenologion部 分 に改変形 が多 いよ うに もみ うけ ら
れ る。上記 の改変 は,し か しなが ら,た とえば語彙 に関 して言い換え を検討
す る時,キ ュ リロス ・メ トデ ィオス以来の伝統 的用語 を,ま ず カノ ン内のシ
ノニム ・ダブ レッ トを用 い ることに よ り,次 にシュメオ ン帝期の ブル ガ リア
の新 しい用語 によ って置 き換え るとい う方式がな された ように想像 され る。
この言 い換 えは,OCSの 東 スラブ人へ の釈義 とい う役割 を果 したに違 いな
い。第三 に,第 二 の方式 を越えて,東 スラブ人独 自の言 い換え にまで至 るこ
とになる。 その初 めの一 つが 《nPABO》 であ った。
本 稿 は四福 音書 中の ひ とつ マタ イ伝 に限定 して,Mst内 の重 出テ クス ト
か ら探 り出す ことがで きる事柄 につ き,検 討 し記述 した。上記 の ごとき 《変
更 ・改変》 がOCSテ クス トか らのル ー シの文 章語 生成 に際 して,多 大 な役
割を演 じたであ ろうことは想像 にか た くない。
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本稿 前半部 では,あ わせて,Mst研 究開始 に あた りMstの 書誌 ・特 色等
を略述 しておいた。
注
(1)}KyKOBCKaHは こ れ よ りさ ら に以 前 に成 立 した 可 能 性 を ほ の め か す 。 参 考 文
献Al,C6等 参 照 。 第3節 に再 述 す る。
(2)岩 井 憲 幸 ・服 部 文 昭 「古 代教 会 ス ラ ブ語 の 地 方 的 変 種 か ら古 代 ロ シ ア文 語 の
萌 芽 に か か わ る研 究 一 「ア ルハ ンゲ リス ク福 音 書 」 を 中心 と して 一 」,平 成
10年3月;同 上 「古 代 ロ シ ア文 語 の 萌 芽 期 にお け る特 性 の研 究 一 「ア ルハ ン
ゲ リス ク福 音 書 」 を 中 心 と して 一 」,平 成14年3月;同 上 「古 代 ロ シ ア文 語
萌 芽 期 の第 二 段 階 に お け るハ イ ブ リ ッ ド性 の 多 様 さ と重 層 性 につ い て 」,平 成
18年3月 。(い ず れ も科 学 研 究 費 補 助 金(基 盤 研 究(c))研 究 成 果 報 告 書)。
(3)参 考 文 献B9。
(4)Metzger(参考 文 献C4)参 照。
(5)こ こ で は 《212r》 は 《第212葉 ウ ラ第2欄 》 を,《213B》 は 《第213葉 オ モ
テ 第1欄 》 を 示 す 。
(6)最 後 の文 の 解 釈 は 「ロー マ 人 へ の 手 紙 」15.33を 参 考 と した:δ δεθεδgτヵg
εの加 ηgμε厩 π6レτωレ0μのレ・dμ加.参 考 文 献A13参 照 。
(7)和 訳 は 参 考 文 献A11に よ る。
(8)参 考 文 献C5の 第2章 《H3blKoBロepa3∬ 四 朋BnoBTopHlolHHxcHTeKcTax
McTHc刀aBoBaeBaHre朋H1115-1117rr.》.
(9)こ の 《ロ シア 化》 な る用 語 は 《12世 紀 の ル ー シ の》 と解 され た い。
(10)SJS該 所 参 照 。
(11)参 考 文 献B3,4。
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